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一般社団法人岡山県手をつなぐ育成会

地域(地区)連絡協議会会長・副会長等懇話会

1開 会

挨拶一般社団法人岡山県手をつなぐ育成会会長

2研修・協議

（1）情勢報告・障害者総合支援法施行3年後の見直しについて

(2）

･岡山県大会アンケートについて

地域(地図連絡協議会の動向について

・岡山地区連絡協議会

・井笠地域連絡協議会

・津山地域連絡協議会

・東備地域連絡協議会

・真庭地域連絡協議会

・総社地域連絡協議会

・勝英地域連絡協議会

・新見地域連絡協議会

・倉敷市

・高梁市

（3）その他

3閉会

平成28年3月25日（金）

10:00～12:00

きらめきプラザ706会議室

日下功
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地域(地図連絡協議会の組織強化とその支援

1岡山県手をつなぐ、育成会

（1）未組織地域の組織化

(2)各地域連絡協議会との懇談会(総会･研修会等への出席を含む）

2各地域連絡協議会

(1)育成会活動についての地域への情幸眺信

（2）学校部会(療育部会)､地域部会､施設部会などの懇談会の活性化

(3)若い会員の入会促進

3市町村の行政当局並びに議会に対しての要望活動

＊障害福祉計画への要望＊福祉サービス＊障害者虐待防止

＊障害者差別解消＊発達障害者支援＊福祉避難所等々

4行政､警察､交通機関､民生委員との連携

5教育関係との連携

6知的障害者相談員との連携

7自立支援協議会への参画による地域の課題把握と解決の推進

8未加入の障害者への支援(地域の福祉の網にかかっていない人）

9その他



障害者総合支援法施行3年後の見直しについて
●

、

(社会保障審議会障害者部会報告書概要／平成27年12月14日）
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;i章害者総合支援法(H25.4施行）の附則で、施行後S年を目途として障害福祉サービスの在り方等について検討を加え､｜
|その結果に基づいて､所要の措置を講ずることとされている｡これを受けて､社会保障審議会障害者部会で平成27年4月｜
|から計19回にわたり検討を行い、今後の取組についてとりまとめた。（次期通常国会に関係法律の改正案を提出予定)!
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1．新たな地域生活の展開■

（1）本人が望む地域生活の実現

○障害者が安心して地域生活を営むことができるよう、

○知的障害者や精神障害者が安心して一人暮らしへ‘

を推進（医療との連携､緊急時対応等)。

知的障害者や精神障害者が安心して一人暮らしへの移行ができるよう、 定期的な巡回訪問や随時の対応により､障害者の
理解力｡生活力等を補う支援を提供する ◎

あわせて､グループホームについて、 を備えたサービスを位置付け｡また､障害者の状態と重度障害者に夫|応可能な体制
ニーズを踏まえて必要な者にサービスが行き渡るよう､利用対象者を見直すべきであり､その際には､現に入居している者に
配慮するとともに､障害者の地域移行を進める上でグループホームが果たしてきた役割や障害者の状態･ニーズ･障害特性
等を踏まえつつ詳細について検討する必要｡

｢意思決定支援ガイドライン(仮称）○ の作成や普及させるための研修､｢親亡き後｣への備えも含め､成年後見制度の理解促
進や適切な後見類型の選択につなげるための研修を実施。

（2）常時介護を必要とする者等への対応

○入院屯も医療機関で重度訪問介護により一定の支援を受を受けられるよう見直しを行うとともに､国厘負担基準について重度障
害者が多い小規模な市町村に配慮した方策を講ずる。

（3）

○

障害者の社会参加の促進

を就労移行支援や障害児通所支援により実施･評価するとともに､入院中の外出に伴う移動支援
障害福初ヒサービスが利用可能である旨を明確化。について、

○就労移行支援や就労継続支援について、 一般就労に向けた支援や工 えた評 を行うとともに､就労定着に向け
た支援が必要な障害者に対し､一定の期間､企業･家族との連絡調整等を集中的に提供する ◎
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2． 障害者のニーズに対するよりきめ細かな対応

（1）

○

障害児に対する専門的で多様な支援

乳児院や児童
一
一
『
一 している障害児や が困難な重度の障害」

《
一
一
』 に に発達支援を提供できるよう必要な対応を行

うとともに、 勺ケアが必要な障 への支援を推進するため、I
。

後等デイサービス
蓉
一
》
一○ 容の適正化を図るとともに､障害児支援サービスを計画的に確保すの向上とについて、

る取組として､自治体においてサービスの

高齢の障害者の円滑なサービス利用

0

（2）高齢の障害者の円滑なサービス利用

○障害者が介護保険サービスを利用する場合も､それまで支援してきた障害福利け一ビス事業所が引き続き支援できるよう、
その事業所が になりやすくする等の見直し

一
》
『
』

を実施するなど､障害福祉制度と介護保険制度との連携を推進。

介護保険サービスを利用する高齢の障害者の利用萱負担○ について､一般高齢者との公平性や介護保険制度の利用者負
担の在り方にも関わることに留意しつつ、

二
卦

写

の在り方についてさらに ◎

（3）精神障害者の地域生活の支援

○精神障害者の地域移行や地域定着の支援に向けて、 するとともに._ピヱ
サポートを担う人材の 等や、

●

を実施。

（4）地域特性や利用者ニーズに応じた意思疎通支援

○障害種別ごとの特性やニーズに配慮したきめ細かな対応や、 地域の状況を踏まえた計画的な人材養成等を推進。

3．質の高いサービスを持続的に利用できる環境整備局
■■■ﾛ■
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利用者の意向を反映した支給決定の促進

主任相談 など､相談支援専門員や市町村職員の資質の向上等に向けた取組を実施。員(仮称)の

持続可能で質の高いサービスの実現

サービス事業所の情報公 ､自治体の の取組を推進。

補装具について､成長に伴い短期間で取り替える必要のある障害児の場合など、
とする。

個盈Q壮謹ICJSCT､貸与の活用も可能

○サービス提供を可能な限り効率的なものとすること等により､財源を瞳医しつつ､制度を持続可能なものとしていく必要｡(64
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